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会長：東海林　健登　　幹事：武田　岳彦
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中核的価値観のもと、時流対応の時
　　～奉仕の心の醸成と実践するロータリアン～
ロータリーの価値を改めて考え、そして楽しもう

◆点鐘：東海林健登 会長 ◆ロータリーソング：奉仕の理想
◆司会：浦山　　潔 S.A.A. ◆会場：山形グランドホテル

Yamagata West Rotary 第2916回例会 令和３年７月12日（月）

　 ア メ リ カ 時 間 ７ 月13日 にMLB
オールスターゲームがコロラド・
ロッキーズのクアーズ・フィールド
にて開催されます。ナショナルリー
グ、アメリカンリーグともに15チー
ム、計30チームの中から選出され
た選手によるオールスターゲームで

あります。
　昨年は新型コロナ感染症の流行にて中止となりました
が、今年は通常通り開催されます。そのオールスターゲー
ムの前日に、今年は３分間球数無制限で本塁打数を争そう、
ホームランダービーが開催されます。そこにロサンゼルス・
エンゼルスの大谷翔平選手が出場するのは皆さまご存じの
とおりであります。クアーズ・フィールドは標高約1,600
メートルに建てられた球場であり、空気が薄いためボー
ルがよく飛ぶ球場、「打者天国」の球場として有名であり、
大変楽しみであります。
　また翌日のオールスターゲームにピッチャーと指名打者
の二刀流で、歴史上初めて選出されるのは皆さまこれまた
ご存じのとおりでございます。
　これまでオールスターゲームに選出された日本人選手と
して、ピッチャーとしてはトルネード投法の野茂英雄投手、
浜の大魔神、佐々木主浩投手、長谷川滋利投手、斎藤隆投
手、岡島秀樹投手、ダルビッシュ有投手がおります。また
この度は大谷選手の高校の先輩であります、菊池雄星投手
も初めて選出されたようでございます。
　野手としては、イチロー選手、松井秀喜選手、福留孝介
選手がおられるわけですが、その中でも特筆すべきはや
はりイチロー選手であります。2001年から2008年まで、
連続８回選出されており、2007年には日本人で初めてホー
ムランを放ち、そのときのＭＶＰにも輝いております。ま
さにスターの中のスターだったわけであります。日本人の
誇りでありました。
　この度、日本人として初めて大谷選手がホームランダー
ビーに出場すること、そしてピッチャーと指名打者の二刀
流でオールスターゲームに出場することは歴史的なことで
あります。日本でもやはりテレビ放映されるということで
ございますので、活躍することが大変予想される大谷選手
をみんなで応援し、大いに楽しみましょう。
　簡単ではありますが、挨拶とさせていただきます。

会長あいさつ 幹事報告東海林　健登  会長 武田　岳彦  幹事

●昨年の会員の皆さまの活動に対しまして、地区のほうか
ら表彰が届いております。後ほど前年度の会長・幹事か
ら表彰の伝達がございますのでよろしくお願いいたしま
す。

東海林健登会長／会員増強常任委員会の皆さま、クラブ広
報常任委員会の皆さま、どちらの委員会も大変重要な委員
会です。1年間よろしくお願いいたします。

市村清勝会長エレクト／久しぶりー
今日午前中、久しぶりに起工式を行いました。これからも
たくさんあるといいなあ。

武田元裕さん／１週間遅れましたが
佐藤直前会長、遠藤正明前幹事、1年間お疲れさまでし
た。本当にありがとうございました。新年度の東海林会
長、武田岳彦幹事、ご活躍をお祈りしております。

〈７月12日〉
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　今年度会長エレクトとして1年間
頑張らせていただきたいと思いま
す。一生懸命やりますので、よろし
くご協力をお願いしたいと思います。
　私の担当は会員増強常任委員会ということで、職業
分類・会員選考委員会、そして会員増強委員会、それ
からロータリー情報委員会の３委員会であります。
　せっかく3委員会そろっていますので、できるだけ
垣根を低くして、それぞれの委員会が協力できるよう
な体制ができればいいなというふうに思っておりま
す。やらなければいけないことは３つだと私は思って
います。
　1つは会員を増やすこと。、出だしが98名だったの
ですが、１会員増えまして現在99名。ぜひ100名に
したいなと思っております。
　２つめは、会長のほうからクラブフォーラムをやり
なさいというふうな指示がございましたので、ぜひ楽
しいクラブフォーラムを１回開催をしたいと。
　３つめは、ファイアーサイドミーティング。これも
会長の肝いりでありまして、楽しいファイアーサイド
ミーティングを何度か行いたいなと思います。
　３委員会協力をしながらしっかりと今年１年間、皆
さまの協力を得ながらやらせていただきたいと思いま
すので、よろしくお願いを申し上げます。

　職業分類・会員選考委員会委員長
の小林でございます。副委員長に鈴
木浩司さん、委員に佐藤章夫さん、
この３人でこの1年がんばってまいりたいと思ってい
ます。
　まず職業分類でございますが、１業種１人の会員制
は長年ロータリーの基本的特色であったわけですけれ
ども、今はその制約が撤廃されまして、職業分類上で
の入会規制はすべてなくなりました。
　１業種１人の会員で始まったロータリーですが、近
年会員の減少に歯止めがかからず、１つの職業から５
人まで、あるいは会員総数の10％まで同じ職業を入
会させてもよいとされてきた経緯がありますけれど
も、今ではこれもすべて撤廃され、職業分類上の入会
規制はなくなりました。
　しかし、クラブ定款は会員を職業により分類するこ

　当委員会のメンバーといたしまし
て、副委員長に横山会員。メンバー
といたしまして、平吹会員、坂部会
員、武田会員、遠藤会員の計５名で今年１年活動をし
てまいりたいと思っております。
　委員会の方針、活動ですが、1つ目といたしまして、
現在の会員数が98名ということで、まずはその数を
維持していくことだと考えております。
　混沌とした状況でございますので、皆さまもいろい
ろご事情がおありかと存じますが、今年1年はぜひ皆
さんと一緒に活動してまいりたいということでよろし
くお願いいたします。
　プラス、新規の会員を２名増強するということでご
ざいますが、おかげさまで１名、新規の会員が我々の
仲間として入っていただきました。もう１名でござい
ます。もう１名達成すれば100名という目標を達成す
るということになります。
　ここで皆さまにお願いでございます。まずはロータ
リーの活動に興味を示されている方であるとか、あと
は「この方であれば我々の仲間として一緒に活動して
くれるんではないか」という方がいらっしゃれば、ぜ
ひご一報いただければ当委員会のメンバーがはせ参じ
て、ご説明を申し上げたいと思っております。ぜひ情
報の提供をよろしくお願いいたします。

とになっておりますので、新しい時代に合わせ内容を
精査いたしまして、分類表を整備してまいりたいと、
このように思っております。充填未充填職業分類表を
作成するにあたりましては、必要な場合は見直しを行
いますと共に、新入会員候補の職業分類審査も適宜し
ていきたい、というところであります。
　会員選考につきましては、入会していただければ誰
でもよいというような規定委員会が出した現状でござ
いますけれども、いろいろな業種・職種の会員が数多
く存在し、活発に交流できることがロータリーの魅力
の１つというのがあります。会員はより多様な分野か
ら若い人たちの入会を促進することが重要である、望
ましいこと、とされております。一方、会員身分に
つきましては、「職業上および地域社会によい評判を
受ける、かつ奉仕する意欲のある人」とされておりま
す。こうした基本的な選考基準を、クラブ内におきま
しても皆さん共有をしていただきました上で、新入会
員候補の会員としての適性をしっかりと従来通り、実
施してまいりたいと考えています。会員選考につきま
しては以上です。

委員会活動方針説明

市村　清勝
（会員増強常任委員会）

小林　惠一
（職業分類・会員選考委員会）

後藤　章洋
（会員増強委員会）



　史料管理委員会委員長は私、武田
でございます。副委員長に堀田稔さ
ん、委員に岡田宏道さんでございま
す。
　私どもの委員会としましては、歴代委員長さんがき
ちんと整備していただきました流れを受けまして、来
たる70周年に向けまして史料を確認、整理、保存、
管理をしてまいります。
　具体的には友好クラブさんとの史料の整理、会合の
整理と整備、地区大会のパンフレットや褒賞関係の整
理、報告書、計画書の整理を地味にしてまいりたいと
思いますので、何卒よろしくお願い申し上げます。１
年間どうぞよろしくお願いいたします。

武田　博文
（史料管理委員会）

　クラブ広報常任委員会には３つの
委員会がございます。会報委員会、
広報雑誌委員会、そして史料管理委
員会でございます。
　常任委員会の役目としては、一般の方々にロータ
リークラブについての情報を提供するとともに、本ク
ラブの活動の正確な記録を残すことを任務とします、
ということであります。
　広報雑誌委員会では一般の方々にいろんな機会を通
じて、マスコミ等で広報いたします。そのほかに、今
回の長岡広報雑誌委員長には、ぜひ『ロータリーの
友』にはいろんなロータリーに関するいろんな情報が
載っておりますので、これについて、ここでご紹介す
るときに「こんな奉仕活動をどこどこのクラブがやっ
てますよ」とか、そういったこともぜひご紹介をして
いただければいいのかなと、後藤委員会ではお願いを
したところであります。
　それから、本クラブの活動の正確な記録について
は、会報委員会酒巻委員長をはじめとする皆さんが今
日もいろんなことをやって会報を作ってくれてます。
それを１年間まとまったものを、史料管理委員会のほ
うでまとめていただき、来たるべき65周年、そして
70周年に残していくのが我々の任務ではないかなと
は思っております。
　いずれにしても、３名の委員長さんのご活躍に大い
に期待を申し上げて私の報告といたします。

　先ほど、長岡さんのほうにロータリーの情報を皆さ
んのほうにお伝えしてくださいということを、ロータ
リー情報委員会、海和さんがご報告してくださいまし
たけども、決してそのあてつけじゃないんです。何ら
かの機会を捉えて、とりわけ皆さんにもっともっと
ロータリーのことを、中味をとにかく知ってほしい、
知っていく機会を増やしていかないとなかなか難しい
時代が来るんじゃないかなと思うわけであります。今
実際に来てると思っておるわけですが。
　とにかく自分たちがなんのためにここにいるのか、
ロータリーにいて何をするのか、そういったことを１
人１人が考えていかなかればならない時間を、という
意味で申し上げたつもりでありますので、どうかお許
しをいただきたいと思います。ありがとうございまし
た。

武田　元裕
（クラブ広報常任委員会）

　本日、菅原委員長が出張のため欠
席ということですので、代わりまし
て副委員長の私、海和が報告させて
いただきます。
　まず委員会でございますが、委員長に菅原茂秋さ
ん。副委員長に私、海和でございます。委員として遠
藤正明さんの３名でございます。
　情報委員会の役目として、１点目は、何度か出てお
りますが、ファイヤーサイドミーティングの開催でご
ざいます。こちらにつきましては年間３回の開催を予
定しておりますが、うち１回につきましては、東海林
会長の方針の下、会員の奥さまも同席させなさいとい
うことを承っておりますので、それに沿って開催させ
ていただきたいと思っております。
　２点目でございます。県外より転入された会員の皆
さまと親睦を深めるための西山会の開催でございます
が、こちらはファイヤーサイドミーティングと合同と
いうことで開催させていただきます。
　３つ目でございます。会員相互の親睦を深め、より
西ロータリークラブを好きになっていただけるような
情報発信を心がけておこなっていきたいと思います。
　以上の３項目を東海林会長の方針の下しっかりと取
り組んでいきたいと思いますので、１年間皆さまどう
ぞよろしくお願いします。　

海和　浩運
（ロータリー情報委員会）



本日出席（７／ 12）
会員総数 出席会員数

98名 68 名＋ズーム参加１名

地区表彰
出席優秀ロータリアン表彰。
30年表彰。坂部登会員、武田周治会員。
20年表彰。鈴木隆一会員。
10年表彰。海和浩運会員、三沢大介会員。本日欠席でご
ざいますが、武田良和会員にも届いてございます。
　今日の貴重な時間をお借りしてやらせていただきまし
た。大変ありがとうございました。

　副委員長に新藤さん、長谷川浩二
さん、酒井さん、平田さん、山科さ
んと共に１年間会報を担当させてい
ただきます。よろしくお願いいたします。
　会報の委員会ですので、何よりも、各種事業および
例会を正確に記録しわかり易い会報誌を作ることが一
番重要ですが、コロナ禍で例会に参加できなかった会
員にも例会の雰囲気を伝えられるような、見やすく楽
しい会報誌を作ってまいります。
　本年度はスピーチや卓話をされる方の思いを最大限
に伝えていきたいなというふうに思っておりますの
で、登壇される方に関しましてはぜひともスピーチ原
稿を会報委員会に提出していただけますようお願いい
たします。また、せっかくですので登壇される方の笑
顔の写真を掲載したいので、ぜひ笑顔で写真撮影に応
じていただけると幸いです。
　例会中、写真撮影等で会場内をうろちょろすること
と思いますが、何卒お許しください。1年間よろしく
お願いいたします。

酒巻　雅樹
（会報委員会）

　この１年間、『ロータリーの友』、
それから『ガバナー月信』を中心に
他のクラブのおもしろい活動等の掲
載や、ぜひ目を通していただきたい記事をいち早く紹
介してまいります。
　また、我が西ロータリーの優れた活動も『ロータ
リーの友』に掲載してもらったり、また、できれば地
元のマスコミにも取り上げていただくことを目標にが
んばって広報していきたいと思っております。
　マスコミ等に取り上げてもらうのなんかはちょっと
私の力ではなかなか及びませんが、幸いにも私のバッ
クには半田稔さん、それから遠藤栄次郎さんという
超々々大物がついております。この2人の威光を借り
まして、なんとか目標を達成していきたいと思ってお
りますので、情報方よろしくお願い申し上げます。

長岡　　勲
（広報雑誌委員会）

武田周治会員、佐藤章夫前会長、坂部登会員

鈴木隆一会員、佐藤章夫前会長

海和浩運会員、佐藤章夫前会長




